
サラダにぴったりな彩り野菜
「ラディッシュ」を栽培してみよう

家庭菜園に関する相談は、TAC（タック）、支店営農経済担当者までご連絡ください。
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～ハツシモの仕上げ管理～

～定植前後から生育初期までの管理ポイント～

西濃農林事務所農業普及課 ［係長］　 山田 隆史さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　藤田 文彦さん

水稲

　6月上旬に植えたハツシモは8月末頃から出穂し、9月は米粒が充
実する登熟期となります。出穂期～登熟期の管理を適切に行い、米
づくりの仕上げを行いましょう。　

●水管理
　出穂期は最も水の管理が重要な時期です。出穂・開花およびカド
ミウムの吸収抑制のため、出穂後20日間は湛水状態を保ちましょ
う。その後は根の活力を維持させるため間断かん水を行い、総合的
に登熟の向上を図ります。
　落水時期の目安は収穫の7日前頃とし、田面の状態に合わせて決
めます。登熟は、葉で作ったデンプンを籾へ送り充実させることで
す。そのため、早い落水は登熟不良を招きます。

●斑点米カメムシ類対策
　斑点米カメムシ類を対象に病害虫発生予察注意報が7月22日に
県病害虫防除所から発表されました。今年は、大型のカメムシが多
く発生しています。斑点米発生被害を軽減するために、発生状況を
確認し、カメムシ対策を実施しましょう。
・薬剤防除の時期は、ラジコンヘリなどによる液剤散布は穂揃期～
傾穂期、粒剤散布は出穂後7～10日が基本となります。

・斑点米カメムシの餌となる水田内のヒエ類を除去します。

●適期収穫（10月上旬）
　10月になると籾は黄化し収穫時期を迎えます。品質の良い米にす
るため、適期収穫を心がけま
しょう。収穫適期の目安は青籾
（穂の元に多い）の割合が15～
5％の頃です。
　ほ場で籾の状態をよく見て収
穫時期を判断しましょう。近
年、9月以降も高温傾向で、登
熟が進みやすいので注意してく
ださい。刈り遅れは、玄米の色
沢が悪くなり、胴割米が増加す
るなど品質を低下させます。

●最後に
　夏の疲れが出てくる時期とな
ります。体調管理と安全な農作
業に努めましょう。

　今年も高温期の8月から定植が始まっています。長期予報でも平

年より気温が高いと予報されており、残暑が厳しいと思われます。

このことから定植前後から生育初期のかん水及び高温抑制等の栽

培管理は、根張りや樹勢に影響するため重要となります。

●定植前の土壌水分
　定植前に下層の土まで湿るようにかん水を行います。太陽熱消毒

後から次第に乾かし、表土が完全に乾くまで定植を待ちます。定植

前には下層土の湿り具合を確認してください。表土が湿っていたり、

下層土が乾いていると根圏の浅い根となってしまいます。

●定植前後の管理
　定植前日に、植穴に少量のかん水を行って、植えた後も根のまわ

りにかん水をして土を落ち着かせます。活着までは、極端な萎れを

防ぐため、高温時間帯に遮光します。

　また、地温上昇を抑えるため、定植後速やかにタイベック（高密

度ポリエチレン不織布）で株元まで被覆します。タイベックで被覆す

ることにより、水持ちが良くなるため、かん水する場合は、土壌水分

測定器（pFメーター）で土壌水分を確認し、過剰とならないよう注

意してください。　

●第3花房開花時からの水管理
　この時期から追肥とともにかん水を多くします。第1花房の果実は

大きくなり、水を与えても過繁茂のおそれはなくなります。この時期

のかん水が少ないと収量が減ってしまうため注意が必要です。

栽培のポイント

品　　種：従来は赤丸型が中心でしたが、近年は形や色の異なる数多くの品種が登場してきました。赤丸型にコメット（タキイ）、
レッドチャイム（サカタ）、白丸型にホワイトチェリッシュ（サカタ）、白長型にアイシクル（タキイ）、雪小町（サカタ）、赤長
種にロングスカーレット（タキイ）、紅白紡錘型の紅白（サカタ）があります。混植して彩を楽しむこともできます。

　　　　　※（　　）は種苗会社名
種 ま き：プランター栽培の場合では、JAの元肥入り「花と野菜の有機培養土」がおすすめです。

長型のプランターなら２列播きに、板切れで深さ１㌢くらいの溝をつけます。
種の間隔を１～２㌢くらいに播き付け、１㌢の厚さに覆土をして、静かにたっぷりと水をかけます。

畑の場合：種を播く2～3週間前に完熟堆肥2㌔/㎡、苦土石灰100㌘/㎡を施してよく耕します。
種まきの1週間前には化成肥料（畑作名人）100㌘/㎡を施します。

播種密度：畝幅60㌢、畝高10～20㌢、2条または3条のすじ播きにします。
または、ベッド播きでは、板切れで深さ１㌢、幅１５㌢間隔で横溝をつけ種を播きます。

間 引 き：３～４日ほどで発芽するので、生育の良い株を残して３～４㌢に１株になるように、他の株は間引きます。２回目の間引き
は本葉３枚のときに、３回目は根が１．５～２㌢に肥大したころ株間を９～１０㌢に間引きます。

追　　肥：２回目、３回目の間引きをした後、追肥、中耕をします。畝間に化成肥料（畑作名人）40㌘/㎡をまいて土と混ぜ追肥を施
し、根元に軽く土寄せして倒れないようにします。

収　　穫：種まき後、１ヶ月前後（春播きは５０日前後）で地表にせり上がってきます。根元の直径が２～３㌢になったら収穫適期で
す。葉の付け根を持って収穫しましょう。根が肥大したものから順次収穫します。

病 害 虫：根を食害するネキリムシ、若い葉につきやすいアブラムシ、葉を食害するアオムシ、ヨトウムシなどが発生します。見つ
け次第指で潰したり、ひどいようなら薬剤散布も考えましょう。

　別名「二十日大根」とも呼ばれるラディッシュは、発芽率もよく、種を播いてから１ヵ月程度で
収穫することができます。ラディッシュはサラダ以外にも、漬物や焼き物、煮物としても調理でき
るなど、便利で栄養満点の野菜です。

・プランター栽培にも最適。
・丸く太らせるためには、間引きを適期に行うことがコツです。
・寒冷紗で覆うトンネル栽培をすると害虫を予防できます
 （夏は温度を下げる効果も）。
・１～２週間ごとに１回種まきをして、少しずつ何回も収穫
　できるようにするとよいでしょう。

・採り遅れると根に「す」が入ってしまうことがあります。
・土が湿り過ぎのところでは、鮮やかな紅色と良い色つやが
　出にくいことがあります。
・地表だけでも川砂を加えるとよい品質のものができます。

冬春
トマト

収穫適期の目安

青
籾

点滴チューブと
土壌水分測定器の設置

定植直後にタイベックで被覆した畝
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